
稲
沢
市
民
病
院
は
、
今
年
４
月
以

降
患
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
１

０
月
ま
で
で
入
院
患
者
で
は
３
６

７
４
１
人
（
前
年
比
３
１
４
１
人

増
）
、
外
来
患
者
数
は
７
３
７
９

５
人
（
同
85
人
減
）
と
な
っ
て
お

り
、
稼
働
病
床
２
３
２
を
フ
ル
稼

働
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
断
ら
な
い
救
急
」
を

基
本
と
し
、
救
急
患
者
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
前
年
度

３
千
件
を
超
え
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
、
こ
れ
を
大
き
く
上
回
る
３

５
０
０
件
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
「
転
倒
骨
折
セ
ン
タ
ー
」

や
訪
問
看
護
の
「
あ
し
た
ば
」
、

高
齢
者
施
設
に
看
護
師
を
派
遣
す

る
「
ナ
ー
ス
カ
ー
」
の
取
り
組
み

な
ど
地
域
連
携
医
療
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

「
あ
し
た
ば
」
は
、
看
護
師
が

患
者
さ
ん
の
自
宅
に
訪
問
し
、
そ

の
方
の
病
気
や
障
害
に
応
じ
た
看

護
を
行
い
ま
す
。
主
治
医
の
指
示

を
受
け
、
病
院
と
同
じ
よ
う
な
医

療
行
為
も
行
い
、
自
宅
で
最
期
ま

で
過
ご
し
た
い
と
い
う
希
望
に
沿
っ

た
看
護
も
行
い
ま
す
。
自
宅
で
最

期
を
看
取
っ
た
方
は
、
開
設
以
来

１
９
９
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ナ
ー
ス
カ
ー
」
は
、
今
年
４

月
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
、

高
齢
者
施
設
の
利
用
者
の
体
調
が

悪
化
し
た
場
合
に
、
施
設
か
ら
の

電
話
相
談
を
受
け
、
症
状
・
状
態

が
不
安
定
で
迅
速
に
搬
送
が
必
要

な
と
き
は
、
救
急
外
来
で
の
受
け

入
れ
を
確
認
し
、
救
急
搬
送
し
ま

す
。
看
護
師
が
「
ナ
ー
ス
カ
ー
」

で
施
設
に
駆
け
付
け
、
患
者
の
状

態
を
確
認
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

１
１
月
末
ま
で
の
８
か
月
間
で
、

１
３
６
件
の
相
談
が
あ
り
、
「
ナ
ー

ス
カ
ー
」
の
出
動
件
数
は
２
６
件
、

救
急
搬
送
件
数
は
９
７
件
、
入
院

件
数
は
１
０
３
件
で
す
。

城
西
大
学
の
伊
関
友
伸
教
授
は

稲
沢
市
民
病
院
に
何
度
も
訪
れ
、

「
日
本
一
の
市
民
病
院
」
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

経
営
改
善
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
地
域
で
果
た
す
役
割
を

再
確
認
し
、
市
民
病
院
の
あ
り
か

た
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
で
す
。

市
当
局
や
市
長
は
、
「
市
民
病

院
の
経
営
が
極
め
て
厳
し
い
今
、

市
財
政
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
病
院
運
営
を
確
立
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
（
仮
称
）

あ
り
方
検
討
委
員
会
で
、
公
設
公

営
で
良
い
の
か
、
経
営
形
態
の
見

直
し
を
含
め
て
議
論
し
て
い
た
だ

く
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員

会
に
は
市
民
病
院
の
医
師
・
看
護

師
は
入
れ
な
い
が
、
声
は
聞
い
て

い
く
と
述
べ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
に
策
定
し
た
「
経

営
強
化
プ
ラ
ン
」
と
そ
の
「
点
検
・

評
価
報
告
書
」
で
は
、
経
営
形
態

の
考
え
方
と
し
て
地
方
独
立
行
政

法
人
化
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
、
民
間
譲
渡
な
ど
は
、
コ
ス
ト

削
減
等
の
効
率
化
を
期
待
で
き
る

面
も
あ
る
が
、
職
員
が
大
量
に
退

職
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
不
採
算
医
療
切
り
捨
て
の

可
能
性
が
否
定
で
き
ず
、
地
域
医

療
を
守
る
観
点
か
ら
も
経
営
形
態

と
し
て
は
、
採
用
し
え
な
い
と
発

表
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
地
域
医
療
を

支
え
る
稲
沢
市
民
病
院
を
守
る
た

め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
国
に

求
め
て
い
き
ま
す
。

服
部
市
議
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
来
年
４
月
か
ら
下
津
大
里

線
が
名
鉄
大
里
駅
ま
で
路
線
が
延

長
さ
れ
ま
す
。
こ
の
間
の
停
留
所

は
、
「
日
下
部
郵
便
局
」
「
大
里

駅
」
「
田
畑
」
「
宮
長
」
「
緑
町
」

の
計
５
か
所
を
設
置
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
路
線
延
長
に

よ
っ
て
便
数
は
減
ら
さ
れ
ま
す
。

９
月
議
会
で
検
討
す
る
と
し
た

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

（
運
行
状
況
の
案
内
）
は
、
財
政

状
況
を
理
由
に
次
年
度
導
入
を
見

送
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
負

担
軽
減
に
つ
い

て
質
問
し
、
中
学
生
の
夏
休
み
の

無
料
乗
車
券
、
高
齢
者
の
無
料
パ

ス
な
ど
要
求
し
ま
し
た
。
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
し
た
方
へ
無
料

乗
車
券
（
６
５
歳
以
上
、
本
人
の

み
２
４
枚
）
を
支
援
し
て
い
ま
す

が
、
例
え
ば
妻
の
通
院
を
送
迎
し

て
い
る
場
合
、
家
族
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し

た
。
稲
沢
市
は
他
市
の
状
況
見
な

が
ら
検
討
す
る
と
し
ま
し
た
。
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稲
沢
市
１
２
月
議
会
に
お
い
て
、
日
本
共
産
党
の
服
部
俊
夫
市
議
は
１

２
日
、
稲
沢
市
民
病
院
の
経
営
改
善
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
充
実
に
つ

い
て
質
問
し
、
市
民
病
院
は
地
域
医
療
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
独
立
行

政
法
人
化
や
民
営
化
に
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
バ
ス
の
無
料
制

度
を
よ
り
拡
充
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

稲
沢
市
１
２
月
議
会
の
一
般
質
問

「
日
本
一
の
市
民
病
院
」
に

入
院
患
者
・
救
急
は
増
加

地
域
医
療
の
役
割
果
た
す

独
法
化
・
民
間
譲
渡
に
反
対

診
療
報
酬
の
引
上
げ
を

稲
沢
市
民
病
院
の
経
営
改
善

服
部
市
議

コ
ミ
ュ
バ
ス
４
月
か
ら
大
里
駅
に
も

４
月
か
ら
「
ナ
ー
ス
カ
ー
」

老
人
施
設
に
駆
け
付
け
る

あ
り
方
検
討
委
を
設
置

市
は
「
経
営
困
難
」
を
強
調

免
許
返
納
の
無
料
券
、
家
族
の
利
用
も
求
め
る


